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北海道・三陸沖後発地震注意情報とは

▪防災訓練に参加しましょう
　市では、東日本大震災や、県が公表した最大クラ
スの津波浸水想定を踏まえ、災害から命を守る住民
自身の行動や行政などの防災体制の構築のため、防
災訓練を実施します。
　訓練に参加し、いざというときに落ち着いて迅速
に行動できるよう、避難場所や避難経路を確認しま
しょう。
時10月４日（日）午前７時30分～９時まで
問危機防災対策課地域防災推進係（☎︎内線251）　
▪訓練の想定内容
　10月１日（木）にマグニチュード7.5、震度５弱の
地震が発生し、「北海道・三陸沖後発地震注意情報」
が発表される。
　10月４日（日）午前７時30分ごろ、三陸沖を震源と

する震度６弱の地震が発生し、岩手県沿岸に大津波
警報が発表され、市から避難指示が発令される。
　予想される津波の最大波は10㍍超、大船渡港への
津波到達予想時刻は午前８時と気象庁から発表され
る。この地震により、市内各地において家屋の損壊、
停電、断水、孤立地域の発生などが確認されたほか、
地震による建物火災も発生し、さらなる延焼拡大の
恐れがある。
▪自主防災組織などでも訓練を実施しましょう
▶訓練内容の例
・・防災資機材の点検、使用方法の確認
・・自主防災組織内での役割の確認
・・避難所運営マニュアルを活用した訓練
・・初期消火訓練（消火器）
・・地域内の避難場所などの確認

　日本海溝・千島海溝沿いで、マグニチュード
７以上の地震が発生した場合に、１週間程度、
より大きな後発地震への注意を呼びかけるもの
です。
　後発地震は必ず発生するものではありません

が、東日本大震災がその例の一つです。事前避
難や経済活動の制限は求めませんが、防災行政
無線などで注意喚起を行いますので、避難場所
や非常用持ち出し物品の確認など、いざという
ときのために備えましょう。

　避難所の備蓄品は数や種類に限度があるの
で、日頃から非常持ち出し物品を確認してお
きましょう。

非常持ち出し物品を
確認しましょう

□飲料水　　　　　□食料

□常備薬　　　　　□消毒薬

□衣類　　　　　　□マスク

□懐中電灯　　　　□毛布

□体温計　　　　　□ラジオ 市公式LINE
友だち追加

市公式Ｘ

　市は、気象警報や避難情報などの防災情報
を防災行政無線、緊急速報メール、ＳＮＳな
どで市民の皆さんにお知らせしています。正
しい情報を入手して「早めの避難」「落ち着い
た行動」を心掛けましょう。

正しい情報を入手
しましょう

午前7：30～
４日10 を実施します
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